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暦の上では２月４日は立春でしたが、５日には関東全域で雪が降り、

本校では、５・６年生の委員会を取りやめて、全学年５時間授業で下校

しました。翌日の６日は、普段より２時間遅れの登校としましたが、怪

我等もなく、無事に登校することができました。保護者の皆様、地域の

皆様には、通学路の雪かき等、大変お世話になりありがとうございまし

た。

登校した子どもたちは、友達と一緒に雪合戦をしたり雪だるまを作っ

たりと、積もった雪に大喜びでした。夢中で遊んでいる姿からは、楽し

さが溢れていました。

２月９日（金）に今年度最後の授業参観を行いました。学年により教科

は様々（生活、国語、総合的な学習、社会、体育）ですが、どの学級も自

分の頑張りや調べたこと、考えたこと等の発表を行いました。子どもたち

は、発表のために一生懸命に準備していました。発表は緊張したようです

が、保護者の方に見ていただいたことは、子どもたちの大きな励みとなり

ました。お忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。

今年度最後の学校運営協議会を開催いたしました。学校評価の結果から、特に「あ

いさつ」「安全な登下校」「善悪の判断」について熟議がされました。

「あいさつ」につきましては、子どもたちのあいさつをよりよくするためには、

大人からのあいさつも大切であること、そして、地域の方と子どもたちが顔見知り

の関係になっていくことで自然とあいさつができていくのではないか、というお話

がありました。今年度から保護者・地域の皆様に学校支援ボランティアでご協力い

ただいておりますので、子どもたちと顔見知りな関係が少しずつできてくるのではないかと期待しています。

また、「安全な登下校」につきましては、特に下校について心配の声をいただきました。歩道がしっかり確

保されていないことも関係していると思いますが、友達とふざけ合っていて急に車道に飛び出してくる様子

を見かけるそうです。学校でも繰り返し指導していますが、ご家庭でも気をつけるようにお声かけをお願い

いたします。

最後に「善悪の判断」については、学校だけで身に付けることは難しいこと、ご家庭の協力（保護者の皆

様の指導）が必要であるとのお話をいただきました。これからも、学校と家庭が連携を図りながら、善悪の

判断のできる子どもたちを育てていきたいと思います。

学校運営協議会委員の皆様におかれましては、１年間、大変お世話になりました。学校の課題について熟

議いただきましたこと、必要に応じて関係機関と連絡を取っていただきましたことに心より感謝申し上げま

す。

あ 明るく心豊かな子ども
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○小中あいさつ運動（1／ 29～ 2／ 2） ○５年生 初めてミシンでエプロンづくり

小中あいさつ ５年生が初めてミシンでエプロンを作成しました。

運動を行いまし 糸の通し方も回を重ねる

た。３年生から ごとに慣れ、布の端を縫

６年生までの児 うこともできるようにな

童が順番で校門 りました。ボランティア

に立ち、子ども の皆様に入っていただい

たち同士であい たおかげで、分からない

さつを交わします。元気にあいさつが交わせると こともすぐに聞くことが

カードをプレゼントしてもらえます。１月２９日 できました。

２月１日は、中学生も一緒に門に立ってあいさつ ○３年生 初めてのこぎりで作品作り

をしてくれました。中学生のあいさつは、来年度 ３年生が図工の学習で

中学校に進学する６年生にとってはもちろん、下 初めてのこぎりを使いま

級生にとってもよいお手本となっています。 した。最初、おっかなび

○６年生校外学習（2／ 2） っくりだった子どもたち

６年生が、国 も、少しずつのこぎりの

会議事堂・科学 使い方に慣れていき、夢

技術館の見学に 中で作品作りに取り組みました。ボランティアの皆様

行ってきました。 にも大変お世話になりました。

国会議事堂では、 ○第３回おはなし会

政治の中枢とな 今年度３回目、そして

る建物をじっく 今年度最後の「おはなし

りと見てきました。傍聴席にも座らせてもらい感 会」でした。おはなし会

激していました。見学態度もよく、しっかり学習 の方は、お話を覚えてい

することができました。科学技術館では、体験し て、「素話」をしてくだ

ながら学ぶことができました。科学の不思議をた さいます。子どもたちは、「素話」を聞いて話の世界に

くさん体験できました。 引き込まれていきます。今回は、１、２年生がお話を

○長縄記録会 聞きました。心静かに話を聞いて想像を巡らせる、お

学校では、２月になり各学年で長縄記録会を実 はなし会は、とても貴重な時間です。

施しています。子どもたちは休み時間や昼休みに ○お世話になった皆様に「感謝の会」（2／ 7）
もたくさん練習をしていました。そして、練習を 今年度お世話になっ

通して、積み重ねることの大切さや友達への声の たボランティアの皆様

かけ方など、多くのことを学んでいました。また、 への感謝の会を開催し

みんなで息を合わせて跳んだり、同じ目標に向か ました。スクールガー

って一生懸命に取り組んだりすることの楽しさや、 ドリーダーさん、交通

みんなで頑張り記録更新できたときの嬉しさなど、 指導員さん、お話会の

たくさんの楽しさや喜び、達成感を味わっていま 皆さん、学校支援ボラ

した。 ンティアの皆さんと、本当にたくさんの皆さんに支え

【学級内で 2チームに分かれ、3分間跳んだ合計数を競います。】ていただきました。子どもたちの安全、学習支援の両

《各学年優勝学級》 面でのサポートに心より感謝申し上げます。感謝の会

・１年２組（172回）・２年１組（388回） では、代表児童の感謝の言葉、そして「ありがとうの

・３年１組（384回)・４年２組（533回） 花」の全校合唱と手紙のプレゼントで子どもたちの感

・５年１組（540回）・６年２組（604 回） 謝の気持ちを伝えました。




